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一　

集
書
会
社

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、
集
書
院
が
京
都
三
条
高
倉
の
地
に
開
設
さ
れ
た
。
集
書

院
は
、
江
戸
時
代
の
貸
本
屋
と
今
日
の
公
共
図
書
館
と
の
中
間
形
態
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
前
年
に
は
、
村
上
勘
兵
衛
、
大
黒
屋
太
郎
右
衛
門
ら
に
よ
っ
て
集
書
会
社

が
設
立
さ
れ
、
集
書
院
の
運
営
に
携
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
竹
林

忠
男
氏
ら
の
研
究
が
あ
る①
。

集
書
会
社
に
つ
い
て
は
、
京
都
以
外
に
伏
見
、
淀
、
綾
部
、
園
部
に
も
分
社
が
計

画
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
伏
見
、
淀
に
つ
い
て
は
設
置
場
所
も
判
明
す

る②
。
ま
た
、
丹
波
亀
山
、
当
時
は
す
で
に
改
名
し
て
亀
岡③
、
に
も
集
書
会
社
設
立
の

動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
『
京
都
新
聞
』
明
治
五
年
七
月
の
記
事
を
も
っ
て
紹
介
さ
れ

て
い
る④
。

今
改
め
て
そ
の
記
事
を
掲
げ
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る⑤
。

　
　

○
亀
岡
書
館

当
府
御
管
下
丹
州
亀
岡
ニ
於
テ
、
士
族
村
越
氏
ノ
触
下
杉
山
巌
入

江
広
運
二
氏
社
ヲ
結
ヒ
、
集
書
館
ヲ
建
ラ
レ
、
僻
邑
ノ
人
民
ヲ
開
化

ニ
進
入
セ
シ
メ
ン
ト
ス
其
規
則
等
ハ
当
地

集
書
会
社
ニ
同
シ

、
館
前
ニ
ハ
ホ
ラ
プ
、
ラ

ン
プ
ヲ
立
、
ホ
ラ
プ
ハ
赤
地
ニ
集
書
会
社
ト
墨
書
シ
タ
リ

亀
岡
の
集
書
会
社
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
右
記
の
新
聞
記
事
以
外
に
は
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、『
新
修
亀
岡
市
史
』
編
纂
の
過
程
で
そ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
が
発

見
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
京
都
府
の
図
書
館
史
の
一
史
料
と
し
て
紹

介
す
る
も
の
で
あ
る
。

全
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る⑥
。

　
　
　
　
　
　
　

演　

述

　
　

一
今
般
集
書
会
社
。
取
開
候
ニ
付
而
者
。
和
漢
。
西
洋
。
翻
訳
ノ
書
。
内
外

　
　
　

新
聞
ニ
至
る
迄
。
追
々
取
寄
せ
。
読
書
便
宜
之
為
め
。
貸
本
。
并
売
本

　
　
　

等
々
備
置
可
申
候
間
。
四
方
之
諸
君
。
左
之
条
例
を
以
て
。
偏
く
来
読
せ

　
　
　

ら
れ
ん
こ
と
を
冀
ふ
。

一
読
書
望
之
方
ハ
。
一
日
。
或
ハ
一
字
二
字
之
検
閲
を
乞
ふ
人
ハ
。
二
銭
二
厘
を

　
　
　

差
出
さ
れ
候
ヘ
者
。
可
為
随
意
事

　
　

一
貸
本
之
義
ハ
。
各
自
宅
ニ
持
帰
り
読
ん
と
乞
ふ
人
ハ
。
必
す
書
籍
の

　
　
　

元
価
を
納
れ
。
期
日
相
当
の
見
料
を
。
可
被
致
社
納
候
事

　
　

一
小
学
校
専
用
の
書
類
。
和
漢
。
西
洋
。
翻
訳
の
書
籍
等
ハ
。
求
丈
ケ

《
史
料
紹
介
》

丹
波
亀
山
深
海
氏
二
題

西　

村　
　
　

隆
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廉
価
を
以
て
。
売
捌
候
間
。
多
少
ニ
不
拘
。
当
社
え
御
申
聞
被
下
度
候

　
　

一
諸
家
所
蔵
の
書
籍
。
売
捌
度
望
の
向
ハ
。
其
書
の
価
を
記
載
し
。

　
　
　

被
差
出
候
所
之
。
証
券
を
出
し
預
り
置
。
売
払
可
申
候
。
其
売
高

　
　
　

の
内
。
壱
割
当
社
へ
可
致
収
納
候
事

　
　

一
開
場
時
限
ハ
。
朝
第
八
字
よ
り
。
夜
第
十
字
迄
の
間
と
。
相
定
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
波
桑
田
郡
第
二
区
余
部
村
元
河
原
町

　
　
　
　

明
治
五
壬
申
七
月　
　
　
　

亀
岡
集
書
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
江
広
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
山　

巌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
海
鑑
水

発
起
人
と
し
て
、
入
江
広
運
・
杉
山
巌
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
、『
京
都
新
聞
』

の
記
事
を
裏
付
け
る
と
と
も
に
、
よ
り
具
体
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
京
都
新
聞
』
で
は
、「
其
規
則
等
ハ
当
地
集
書
会
社
ニ
同
シ
」
と
し
て
い
る
が
、

比
較
の
た
め
京
都
集
書
会
社
等
の
規
則
類
を
意
訳
略
記
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。明

治
五
年
一
月
の
「
集
書
会
社
基
本
」
の
「
規
則⑦
」

（
1
）
出
資
金
は
、
一
人
銀
一
円

（
2
）
出
資
者
へ
は
、
鑑
札
を
発
行
し
随
時
の
閲
覧
を
許
す
。
貸
出
し
に
は
、
書

籍
原
価
の
預
入
れ
が
必
要

（
3
）
貸
出
期
限
は
書
籍
の
ペ
ー
ジ
数
に
応
じ
て
設
定
し
、延
滞
の
場
合
は
書
籍

の
原
価
で
の
買
取
り
を
要
す
る
こ
と

（
4
）  

鑑
札
の
な
い
場
合
も
、月
に
銭
二
百
文
に
て
閲
覧
が
可
能
。
原
価
と
期
日

相
当
の
閲
覧
料
で
貸
出
し
も
可
能

（
5
）
書
籍
の
社
納
に
対
し
て
は
、
社
か
ら
対
価
を
支
払
う
こ
と

（
6
）
紛
失
、
破
損
に
対
し
て
は
、
軽
重
に
応
じ
て
補
償
金
が
必
要

（
7
）
書
籍
の
購
入
や
取
次
ぎ
に
も
応
じ
る
こ
と

明
治
五
年
四
月
口
上
書
の
別
紙
「
会
社
仮
規
則
」
Ａ⑧

（
1
）「
官
版
新
刻
之
書
并
原
書
翻
訳
古
今
之
書
類
且
内
外
新
聞
等
」
を
備
え
る

こ
と

（
2
）
閲
覧
希
望
者
は
、
原
価
に
応
じ
た
閲
覧
料
を
納
め
る
こ
と

（
3
）
書
籍
の
持
出
し
禁
止

（
4
）
会
社
へ
の
預
置
き
書
籍
の
販
売
は
、売
上
代
金
の
一
割
を
納
入
す
る
こ
と

（
5
）
規
則
等
は
追
っ
て
改
正
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と

明
治
五
年
四
月
口
上
書
の
別
紙
「
会
社
仮
規
則
」
Ｂ⑨

（
1
）「
官
版
新
刻
ノ
書
并
ニ
原
書
翻
訳
古
今
ノ
書
類
且
内
外
新
聞
等
」
を
備
え

る
こ
と

（
2
）
会
社
へ
の
預
置
き
書
籍
の
販
売
は
、売
上
代
金
の
一
割
を
納
入
す
る
こ
と

（
3
）
閲
覧
料
は
、一
ヶ
月
一
朱
で
鑑
札
を
発
行
。
鑑
札
の
な
い
場
合
も
「
一
日

或
ハ
一
字
二
字
間
ノ
検
閲
ヲ
望
ム
方
ハ
二
銭
」

（
4
）
営
業
は
、
朝
六
時
か
ら
夜
一
〇
時
ま
で

（
5
）
書
籍
の
持
出
し
禁
止

明
治
五
年
五
月
四
日
の
口
上
書⑩

　

閲
覧
料
は
「
一
日
或
ハ
一
字
ニ
テ
モ
弐
銭
」「
一
ケ
月
壱
朱
」

明
治
六
年
五
月
「
集
書
院
略
則
」⑪

（
1
）
集
書
院
は
集
書
会
社
が
運
営
す
る
こ
と

（
2
）
閲
覧
料
は
、時
間
に
か
か
わ
ら
ず
一
回
一
銭
五
厘
の
通
券
を
要
す
る
こ
と

（
3
）
閲
覧
用
通
券
は
、
小
学
校
及
び
各
区
戸
長
に
お
い
て
も
販
売
す
る
こ
と

（
4
）
五
月
一
五
日
開
場
。
営
業
は
、午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
門
内
通

り
抜
け
は
、
午
前
六
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

（
5
）
門
内
の
飲
食
は
自
由
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「
演
述
」
に
掲
げ
ら
れ
た
亀
岡
集
書
会
社
の
規
則
は
、
右
記
の
京
都
集
書
会
社
、
集

書
院
の
規
則
と
比
較
す
る
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
項
の
書
籍
の
種
類
は
、
集
書
会
社
仮
規
則
Ａ
Ｂ
と
同
様

第
二
項
の
閲
覧
料
は
二
銭
二
厘
で
、
集
書
会
社
仮
規
則
Ｂ
の
二
銭
よ
り
や
や
割
高

第
三
項
の
貸
出
し
に
原
価
預
け
入
れ
と
期
日
相
当
の
閲
覧
料
が
必
要
な
点
は
、
集

書
会
社
基
本
規
則
と
同
様

第
四
項
で
小
学
校
用
書
籍
の
販
売
を
掲
げ
て
い
る
点
は
、
他
と
異
な
る
。

第
五
項
の
書
籍
売
上
代
金
の
一
割
納
入
は
、
集
書
会
社
仮
規
則
Ａ
Ｂ
と
同
様

第
六
項
の
開
場
時
間
に
つ
い
て
は
、
朝
八
時
か
ら
夜
一
〇
時
ま
で
と
集
書
会
社
仮

規
則
Ｂ
に
近
似

亀
岡
集
書
会
社
の
構
想
が
京
都
集
書
会
社
側
か
ら
の
発
案
か
、
入
江
ら
亀
岡
住
民

側
か
ら
の
発
案
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
時
期
的
に
見
て
も
、
当
然
、
京
都

集
書
会
社
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
ま
ま
の
引
き
写

し
で
は
な
く
、
当
地
の
事
情
を
加
え
て
改
変
を
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う⑫
。

特
に
、
第
四
項
の
小
学
校
用
書
籍
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
見
え
る
入
江
・
杉
山
・

深
海
三
氏
が
明
治
五
年
一
〇
月
に
河
原
町
の
隣
町
で
あ
る
安
町
に
設
置
さ
れ
た
成
章

小
学
校
設
立
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る⑬
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
京
都
集
書

会
社
の
設
立
者
で
あ
る
村
上
勘
兵
衛
、
大
黒
屋
太
郎
右
衛
門
が
学
校
教
科
書
に
関
与

し
た
こ
と
は
、
前
記
竹
林
論
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

亀
岡
集
書
会
社
発
起
人
の
う
ち
、
入
江
広
運
は
、『
篠
村
史
』
に
よ
れ
ば
、
明
治

一
〇
年
篠
村
の
女
紅
場
創
設
に
か
か
わ
っ
て
い
る⑭
。
杉
山
巌
は
、『
南
桑
田
郡
誌⑮
』『
丹

波
及
丹
波
人⑯
』
に
よ
る
と
亀
岡
藩
士
に
し
て
書
家
で
あ
る
が
、
奇
人
と
評
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
父
は
長
益
、
女
に
俳
諧
に
長
じ
た
親
枝
が
あ
る
。

「
演
述
」
で
は
、彼
ら
二
名
に
加
え
て
深
海
鑑
水
の
名
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
深

海
鑑
水
は
、『
南
桑
田
郡
誌
』
に
よ
る
と
、
亀
岡
河
原
町
の
人
で
、
適
斎
・
善
左
衛
門

と
も
称
し
、
頼
三
樹
三
郎
ら
勤
皇
家
を
援
助
し
、
久
美
浜
県
大
属
と
な
っ
た
と
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
河
原
町
に
住
し
詩
書
画
を
よ
く
し
た
儒
医
深
海
皆
山
や
そ
の
兄
亀
六

の
甥
に
あ
た
る
と
し
て
い
る⑰
。『
丹
波
人
物
志
』
に
よ
る
と
、
没
年
は
明
治
一
五
年

（
一
八
八
二
）
三
月
二
五
日
、
六
一
歳⑱
、『
南
桑
史
蹟
』
で
は
、
其
の
父
を
深
海
亀
年
と

し
て
い
る⑲
。

「
演
述
」
に
よ
る
と
、
集
書
会
社
の
所
在
地
が
河
原
町
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、

深
海
氏
の
住
所
地
で
あ
る
河
原
町
に
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
亀
岡
の
集
書
会
社
が
実
際
に
設
立
さ
れ
て
活
動
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
い
な
い
。『
京
都
新
聞
』
で
は
、「
ホ
ラ
プ
（
＝
フ
ラ
ッ
グ
）、

ラ
ン
プ
」
を
備
え
た
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
あ
る
い

は
設
立
計
画
の
み
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
計
画
だ
け
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
京
都
に
隣
接
す
る
地
と
し
て
そ
の
動
向
に
敏
感
で
、
早
々
に
近
代
的
施
設
の
導

入
を
図
ろ
う
と
し
た
人
々
が
亀
岡
に
も
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

亀
岡
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
、
京
都
府
教
育
会
の
巡
回
文
庫⑳
な
ど
の
利
用
は
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
市
立
図
書
館
が
設
立
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）

の
こ
と
で
あ
る㉑
。

二　

神
竜
車

亀
岡
市
文
化
資
料
館
に
は
、
ま
た
、「
神
竜
車
全
形
真
図
」（
以
下
「
全
形
真
図
」
と

略
記
）
と
称
す
る
一
枚
物
の
刷
り
物
が
あ
る
。
本
史
料
は
市
史
編
纂
後
の
発
見
で
あ

る㉒
。「

全
形
真
図
」
は
、丹
波
亀
山
深
海
亀
六
源
好
綱
の
創
意
に
よ
る
「
神
竜
車
」
と
い

う
水
車
の
図
と
そ
の
紹
介
で
あ
る
。
全
文
を
記
す
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る㉓
。

　
斗
南
無
双

神
竜
車
全
形
真
図　
一名

豊
年
車

　

一
是
神
竜
車
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、　

皇
国
赤
県
夷
蛮
ノ
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間
ニ
モ
、
千
古
以
来
未
曾
有
ノ
新
器
ニ
シ
テ
畢
竟

天
壌
間
ニ
オ
ヒ
テ
、
蛇
足
鶏
肋
ト
モ
云
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ラ
ン

然
ト
雖
モ
、
余
十
数
年
来
苦
心
焦
志
シ
テ
成
就
ス

ル
ト
コ
ロ
ナ
レ
バ
之
ヲ
捨
ル
モ
亦
惜
ム
ベ
シ
、
故
ニ
今
其
真

形
ヲ
模
写
シ
テ
以
テ
大
方
ニ
問
フ
伏
テ
願
ク
ハ
大
方
ノ

君
子
実
物
高
覧
ノ
上
、
其
功
用
ノ
有
無
ヲ
弁
知
シ
タ

マ
ハ
ゞ
何
幸
如
之　

々
々
々
々

　
　
　

天
保
十
一
庚
子
五
月
朔　
　

鳩
巣
海
亀
謹
識

　

此
水
、
我
思
フ
所
ヘ
引
来
テ
、
一
切
ノ
事
ニ
活
用
ス
ル
コ
ト
、
自
由
ナ
リ
、

　

此
水
、
車
ヘ
カ
ゝ
ル
ガ
故
ニ
、
車
昼
夜

　

ヲ
ヤ
メ
ズ
旋
転
ス
ル
ナ
リ

　
　
　
（
図
省
略
）

　

丹
波
州
亀
山
逸
民　

深
海
亀
六
源
好
綱
創
製

　

工
匠　

亀
山
安
街　

太
郎
兵
衛

　

鍛
冶　

同
街　

太
兵
衛

と
こ
ろ
で
、
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
河
野
省
三
記
念
文
庫
目
録㉔
』（
以

下
『
河
野
目
録
』
と
略
記
）
に
は
、「
神
竜
車
内
景
真
図
」（
以
下
「
内
景
真
図
」
と
略
記
）

と
い
う
右
記
と
似
通
っ
た
書
目
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
河
野
目
録
』
に
よ
れ
ば
書
誌
事
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
〔
神
竜
車
内
景
真
図
〕　　

室
鳩
巣
著

刊
一
枚　

内
題
「
神
竜
車
内
景
真
図
」 

一
枚
物　

六
九
・
二
×
三
六
・
三
糎　

刊

記
「
売
弘
所
丹
波
亀
山
河
原
町
菊
屋
嘉
右
衛
門
／
執
次
所
同
国
柏
原
本
町
田
市
輔

／
同
京
都
三
条
通
東
洞
院
東
入
町
林
喜
兵
衛
」　

奥
書「
庚
子
五
月
芒
種　

鳩
巣
再

識
」「
五
月
望　

鳩
巣
逸
民
三
識㉕
」

國
學
院
大
學
図
書
館
に
て
こ
の
「
内
景
真
図
」
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
全
形
真

図
」「
内
景
真
図
」
の
両
者
は
一
具
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
た
。

「
内
景
真
図
」
の
全
文
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る㉖
。

神
竜
車
内
景
真
図

一 

此
車
一
旦
仕
掛
オ
ケ
バ
聊
人
畜
ノ
力
ヲ
カ
ラ
ズ
何
程
深
キ
止
水
ニ
テ
モ
流
水

／
ニ
テ
モ
高
地
ヘ
挈
揚
テ
数
千
町
ノ
田
畦
ヲ
潤
養
ス
ル
コ
ト
自
由
ナ
リ
又
水

利
少
シ
モ
／
コ
レ
ナ
キ
高
原
高
野
ニ
テ
モ
此
器
ヲ
以
テ
水
ヲ
挈
揚
レ
バ
新
田

開
発
ス
ル
コ
ト
自
由
也

一 

別
ニ
機
巧
ヲ
施
シ
車
身
ニ
交
錯
シ
テ
磨
磑
連
機
車
ヲ
造
テ
以
米
麦
ヲ
舂
／
キ

精

ト
ナ
シ
ヌ
如
何
ナ
ル

土
堅
石
モ
粉
屑
細
末
ト
ナ
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
又
別

ニ
一
機
ヲ
施
シ
紡
車
ノ
製
ニ
偽
造
シ
テ
糸
ヲ
ヒ
カ
シ
ム
ベ
シ
数
十
条
ノ
糸
ヲ

／
一
時
ニ
纒
絡
ス
ル
コ
ト
尤
妙
ナ
リ

一 

本
朝
天
智
紀
ニ
造
水
碓
而
冶
鉄
ス
ト
見
ヘ
タ
リ
又
生
鉄
ヲ
鍛
煉
ス
ル
コ
ト
モ

／
見
古
ヘ
ヨ
リ
水
力
ノ
人
巧
ヲ
扶
ク
ル
コ
ト
知
ベ
キ
ナ
リ
近
年
銅
鉄
線
ヲ
製

ス
ル
／
ニ
モ
此
器
ヲ
以
テ
自
由
ニ
ス
ル
コ
ト
尤
妙
ト
ス

 

右
外
一
切
万
条
ノ
事
ニ
モ
活
用
ス
ル
奇
々
妙
々
ノ
珍
談
異
説
数
十
ケ
条
／
コ
レ

ア
ル
ト
モ
余
リ
事
シ
ゲ
ヽ
レ
バ
此
ニ
モ
ラ
セ
リ
尚
面
語
ヲ
期
ス
ト
云
爾

　
　
　

庚
子
五
月
芒
種　
　
　
　
　
　
　

鳩
巣
再
識

一
此
鰕
鎖
ヲ
以
テ
鰕
鑵
ヲ
連
続
シ
是
ヲ
以
テ
水
ヲ
汲
ニ
挈
提
シ
テ
上
ヘ
ア
ケ
外

ヘ
噴
出
ス
其
水
直
ニ
車
ヘ
カ
／
カ
リ
テ
車
乃
旋
転
シ
テ
水
昼
夜
ヲ
ヤ
メ
ズ
ア

ガ
ル
ナ
リ
自
ラ
ア
ゲ
タ
ル
水
ニ
テ
自
ラ
車
ヲ
旋
転
ス
ル
コ
ト
是
／
誠
ニ
天
授

神
伝
千
金
不
伝
ノ
妙
法
極
致
斗
南
無
双
ト
称
ス
ル
所
以
ナ
リ
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一
高
寸
三
四
間
或
ハ
五
六
間
七
八
間
ニ
テ
モ
場
所
ニ
応
シ
テ
何
程
高
場
ヘ
モ
水

ヲ
ア
ク
ル
様
ニ
製
作
／
ス
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
○
又
一
法
澗
底
ノ
細
流
ヲ
挈
提
シ

テ
嶺
頭
ニ
モ
新
田
ヲ
開
ク
ノ
法
ア
レ
ド
モ
口
授
／
対
話
ナ
ラ
デ
ハ
筆
紙
ニ
尽

シ
カ
タ
シ

一
価
直
ハ
水
ア
ガ
リ
凡
三
間
斗
ニ
製
作
シ
テ
代
金
■
■
両
位
ヨ
リ
■
■
両
位
マ

デ
ナ
リ
工
巧
精
粗
ト
／
木
材
ノ
美
悪
ト
ニ
依
テ
少
々
直
ニ
高
下
ア
ル
ナ
リ
其

他
水
ア
ガ
リ
ノ
高
下
ニ
依
テ
価
直
ノ

高
下
ア
ル
コ
ト
推
シ
テ
知
タ
マ
ウ
ベ
シ

　

五
月
望　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳩
巣
逸
民
三
識

　

此
鑵
ヲ
鰕
鑵
ト
名
ク

　

此
鎖
ヲ
鰕
鎖
ト
名
ク

　
　
　
（
図
省
略
）

　

売
弘
所　

丹
波
亀
山
河
原
町
菊
屋
嘉
右
衛
門

　

執
次
所　

同
国
柏
原
本
町　

田
市
輔

　

同　
　
　

京
都
三
条
通
東
洞
院
東
入
町
林
喜
兵
衛

「
全
形
真
図
」
と
比
較
す
る
と
、「
内
景
真
図
」
に
は
刊
記
が
あ
る
点
が
異
な
っ
て

い
る
が
、
両
者
は
タ
イ
ト
ル
が
類
似
し
、
四
周
単
辺
と
い
う
形
式
や
大
き
さ
も
ほ
ぼ

同
一
で
あ
る
。
と
も
に
中
央
や
や
下
よ
り
に
神
竜
車
の
図
を
描
き
、
そ
の
上
部
等
に

説
明
文
を
加
え
る
形
を
と
っ
て
い
る
。「
全
形
真
図
」が
神
竜
車
の
外
観
を
描
い
て
い

る
の
に
対
し
、「
内
景
真
図
」
は
そ
こ
か
ら
水
車
と
外
覆
い
を
取
り
去
り
内
部
の
揚
水

機
の
仕
組
み
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
刊
記
が
「
内
景
真
図
」
に
の
み
記
さ
れ
て
い

る
の
も
、
両
者
が
セ
ッ
ト
で
あ
り
「
内
景
真
図
」
が
「
全
形
真
図
」
の
後
葉
に
当
る

た
め
で
あ
る
。

筆
者
深
海
亀
六
は
、
前
記
亀
岡
集
書
会
社
発
起
人
の
一
人
深
海
鑑
水
の
一
族
深
海

立
助
で
あ
る
。『
河
野
目
録
』
で
は
、「
内
景
真
図
」
の
著
者
「
鳩
巣
」
を
江
戸
時
代

中
期
の
儒
学
者
室
鳩
巣
と
し
て
い
る
が
、こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。『
南
桑
田
郡
誌
』
に

は
、
前
記
の
よ
う
に
深
海
皆
山
の
兄
に
亀
六
と
い
う
頼
山
陽
の
門
人
が
あ
っ
た
こ
と

を
紹
介
し
て
お
り
、「
鳩
巣
」
が
そ
の
人
で
あ
る
。
深
海
立
助
は
、『
平
安
人
物
誌
』

嘉
永
五
年
版
に
、「
源
亀　

字
十
明
、
号
鳩
巣
同
（
丹
）
亀
山　

深
海
立
祐
」
と
記
さ

れ
て
い
る㉗
。
同
書
で
「
源
亀
」
の
隣
に
記
さ
れ
て
い
る
「
源
克　

字
子
復　

号
芙
蓉

同
（
丹
亀
山
）　

同
（
深
海
）
謙
蔵
」
は
、
前
記
深
海
皆
山
で
あ
り
、「
源
克
」
は
慶
応

三
年
版
に
も
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る㉘
。

「
内
景
真
図
」
に
売
弘
所
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
「
丹
波
亀
山
河
原
町
菊
屋
嘉
右
衛

門
」
に
つ
い
て
は
、
亀
山
河
原
町
と
あ
り
、
同
町
に
計
画
さ
れ
た
前
述
の
集
書
会
社

と
の
か
か
わ
り
か
ら
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
詳
細
は
判
明
し
な
い
。

執
次
所
と
あ
る
「
田
市
輔
」
に
つ
い
て
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
丹
波
柏
原
藩

（
現
兵
庫
県
丹
波
市
）
の
人
で
あ
る㉙
。

同
じ
く
執
次
所
と
あ
る
「
京
都
三
条
東
洞
院
東
入
町
林
喜
兵
衛
」
は
、
幕
末
に
京

都
三
条
通
高
倉
西
入
に
存
在
し
た
文
暁
堂
、林
喜
兵
衛
で
あ
ろ
う
。『
京
都
書
肆
変
遷

史
』
で
は
、
安
永
年
間
（
一
七
七
二
―
八
〇
）
に
三
条
高
倉
西
入
に
創
業
し
、
二
条
東

洞
院
西
入
に
移
っ
て
幕
末
ご
ろ
ま
で
存
続
し
た
と
し
て
い
る㉚
。

『
河
野
目
録
』
に
は
ま
た
、『
神
竜
車
之
図
説
』（
以
下
『
図
説
』
と
略
記
）
と
い
う
書

目
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

神
竜
車
之
図
説　
　

深
海
立
助
著　

関
鳩
居
画

刊
一
冊　

外
内
題
「
斗
南
無
双
神
竜
車
之
図
説
」　

袋
綴　

丁
字
引
表
紙　

二
九
・
三
×
一
八
・
六
糎　

跋
「
嘉
永
四
年
竜
次
辛
亥
二
月
望
／
山
陰
道
丹
波
州

亀
山
隠
士
／
国
華
散
人
深
海
立
助
謹
識㉛
」
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本
書
は
、『
国
書
解
題
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が32
、『
国
書
総
目
録33
』
や
国
文
学

研
究
資
料
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録34
」
で
は
、
国
立
国
会
図
書

館
と
京
都
大
学
、
龍
谷
大
学
に
の
み
所
蔵
さ
れ
て
い
る
稀
覯
本
と
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
に
、『
河
野
目
録
』
に
よ
っ
て
、
所
蔵
者
を
一
つ
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
も
同
書
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
所
蔵
情
報
を
も
う
一

つ
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る35
。

『
河
野
目
録
』
本
と
総
合
資
料
館
本
は
、
内
題
以
下
の
内
容
は
同
じ
で
あ
り
、
両
者

と
も
版
面
は
墨
付
き
の
悪
さ
か
ら
来
る
刷
り
む
ら
等
が
目
立
つ
。
外
形
は
多
少
相
違

が
あ
り
、
表
紙
は
、
前
者
が
四
つ
目
綴
じ
、
後
者
が
包
背
装
で
裏
表
紙
に
「
天
爵
堂

記
」
と
い
う
朱
印
が
あ
る
。
総
合
資
料
館
本
の
大
き
さ
は
、
三
〇
、九
×
一
九
、三
㎝

で
、『
河
野
目
録
』
本
よ
り
や
や
大
き
い
。
外
題
は
、『
河
野
目
録
』
本
で
は
中
央
に

打
ち
つ
け
書
き
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
総
合
資
料
館
本
で
は
「
神
竜
車
図
説　

全
」

と
し
た
題
簽
を
表
紙
左
肩
に
貼
る
。
ま
た
、『
河
野
目
録
』
本
に
は
、
本
文
等
に
朱
点

朱
線
が
あ
る
。

構
成
は
、
本
文
と
図
及
び
跋
か
ら
な
る
。

本
文
末
尾
に
は
、

嘉
永
四
年
辛
亥
年
二
月

山
陰
道
丹
波
州
亀
山
隠
士　

国
華
散
人
深
海
立
助
謹
識

と
あ
り
、
次
い
で
見
開
き
五
面
の
図
を
載
せ
る
。

第
一
図
は
、「
斗
南
無
双

神
竜
車
全
形
真
図
」
と
あ
っ
て
、前
記
亀
岡
市
文
化
資
料
館
所
蔵

「
全
形
真
図
」
の
タ
イ
ト
ル
と
同
様
の
名
称
を
付
け
る
が
、前
者
の
図
で
は
高
さ
を
強

調
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
感
を
受
け
る
の
に
対
し
て
、
本
図
で
は
水
車
が
大
き
く
描

か
れ
て
い
る
。
図
中
に
、「
丹
波
州
亀
山
隠
士　

国
華
山
人
深
海
立
助
創
意
／
工

匠　

太
郎
兵
衛
造
之
」
と
記
す
。
第
二
図
「
神
竜
車
を
以
／
て
水
を
高
地
へ
／
挈
提

て
数
千
／
町
之
田
面
ヘ
灌
／
漑
て
稲
草
を
／
植
付
る
図
」、第
三
図
「
神
社
仏
閣
之
境

内
ニ
お
い
て
／
神
竜
車
を
以
て
蓮
葉
／
形
之
水
盤
ヘ
水
を
噴
出
／
せ
し
め
参
詣
シ
諸

人
之
／
盥
漱
に
供
す
る
図
」、第
四
図
「
神
竜
車
を
以
て
甘
蔗
を
絞
る
図
／
又
婦
人
垢

衣
を
澣
澡
す
る
の
図
」、
第
五
図
「
神
竜
車
を
以
て
米
麦
を
舂
く
碓
之
図
」
に
は
、
い

ず
れ
も
「
鳩
居
画
」
と
あ
る
。

跋
の
前
葉
に
、

　

丹
波
亀
山
安
街
工
匠　

太
郎
兵
衛
造
之

跋
の
末
尾
に
、

　

嘉
永
四
年
竜
次
辛
亥
二
月
望

　

山
陰
道
丹
波
州
亀
山
隠
士

　
　
　
　
　

国
華
散
人
深
海
立
助
謹
識

　
　
　
　
　

友
人　
　
　
　

関
鳩
居
書

と
記
す
。

『
図
説
』
の
著
者
は
、「
全
形
真
図
」「
内
景
真
図
」
と
同
じ
深
海
立
助
で
あ
り
、
こ

こ
で
は
国
華
散
人
を
名
乗
っ
て
い
る
。

工
匠
も
、「
全
形
真
図
」
と
同
じ
「
太
郎
兵
衛
」
で
あ
る
が
、「
全
形
真
図
」
に
あ
っ

た
「
鍛
冶
太
兵
衛
」
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

図
を
描
い
た
「
関
鳩
居
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、「
鳩
巣
」
と

い
う
深
海
立
助
の
号
と
の
類
似
性
か
ら
、
立
助
と
学
究
の
同
門
の
人
物
で
は
な
か
っ

た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

『
図
説
』
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
年
記
が
あ
り
、「
内
景
真
図
」
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）
か
ら
一
一
年
後
の
出
版
と
見
ら
れ
る
。『
図
説
』
に
は
刊
記
が
な
い
が
、

「
内
景
真
図
」の
文
暁
堂
林
喜
兵
衛
は
安
永
年
間
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
営
業
と
さ
れ

て
お
り36
、
同
じ
く
河
原
町
菊
屋
や
文
暁
堂
の
出
版
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

『
図
説
』
は
、「
神
竜
車
」
を
紹
介
し
そ
の
利
用
法
を
述
べ
た
も
の
で
、「
全
形
真

図
」「
内
景
真
図
」
を
さ
ら
に
詳
細
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
菊
池
俊
彦
氏
に

よ
っ
て
翻
刻
も
行
わ
れ
て
い
る
が37
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
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神
竜
車
を
用
い
れ
ば
、
水
利
の
な
い
高
地
に
も
水
を
引
き
新
田
開
発
が
可
能
で
あ

る
こ
と
、
湿
田
に
お
い
て
も
神
竜
車
で
水
を
く
み
出
す
こ
と
に
よ
り
乾
田
と
で
き
る

こ
と
、
井
泉
に
設
置
す
れ
ば
濁
水
を
排
出
し
て
清
水
と
で
き
る
こ
と
、
甘
蔗
絞
り
に

お
い
て
人
畜
の
労
力
に
代
わ
る
こ
と
、
精
米
麦
に
使
用
で
き
る
こ
と
、
寺
社
境
内
の

水
盤
に
水
を
自
噴
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
家
々
の
防
火
、
洗
濯
、
紡
錘
そ
の

他
に
効
用
が
あ
る
こ
と
等
で
あ
る
。

『
図
説
』
に
よ
れ
ば
、
立
助
が
神
竜
車
を
発
想
し
た
の
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

の
こ
と
と
い
う
が
、
そ
の
三
年
後
に
「
全
形
真
図
」「
内
景
真
図
」
を
出
版
し
、
さ
ら

に
一
一
年
後
に
増
補
し
た
『
図
説
』
を
出
版
す
る
と
い
う
意
図
は
何
だ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
立
助
は
、神
竜
車
を
「
自
ラ
ア
ゲ
タ
ル
水
ニ
テ
自
ラ
車
ヲ
旋
転
ス
ル
」（「
内

景
真
図
」）「
自
ら
あ
げ
た
る
水
に
て
自
ラ
車
を
旋
転
す
る
」（『
図
説
』）
と
い
う
永
久
機

関
と
考
え
て
い
た
。
工
匠
・
鍛
冶
の
名
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
実
際
に

神
竜
車
を
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
永
久
機
関
の
実
現
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う

現
代
の
常
識
か
ら
す
る
と
、
流
水
な
ど
外
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
給
な
し
で
は
動
き
続

け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
二
度
の
出
版
を
行
っ
た
意
図
は
図
り
か
ね
る
。
そ
し
て
、
神
竜
車
が
実
際
に

使
用
さ
れ
た
か
も
不
明
で
あ
る
。

深
海
家
や
書
肆
菊
屋
が
あ
り
集
書
会
社
が
計
画
さ
れ
た
河
原
町
は
、
亀
山
城
下
の

西
、
丹
後
街
道
と
篠
山
街
道
が
分
岐
す
る
地
点
で
あ
る
。
そ
こ
は
、
街
道
を
行
き
か

う
人
々
と
と
も
に
、
様
々
な
情
報
の
行
き
か
う
地
点
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

京
都
に
近
く
、
藩
と
し
て
も
『
史
徴
』
な
ど
を
出
版
し
た38
丹
波
亀
山
の
地
は
、
当

地
で
の
出
版
技
術
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
大
出
版
地
で
あ
る
京
都
と
の

関
係
は
当
然
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。『
新
修
亀
岡
市
史
』
で
も
、市
内
に
伝
わ
る
蔵
書

に
捺
さ
れ
た
「
丹
州
カ
メ
山
柳
町
嶋
田
屋
」「
亀
山
柳
町
嶋
猪
」「
丹
州
亀
山
安
町
山

家
屋
栄
介マ

マ

助
」
な
ど
貸
本
屋
の
も
の
と
思
わ
れ
る
蔵
書
印
を
紹
介
し
、
亀
岡
地
域
と

京
都
と
の
書
物
の
流
通
や
文
化
的
な
関
係
を
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
層
町
人
・

農
民
層
が
、
儒
学
や
文
芸
の
ほ
か
算
学
・
天
文
学
・
医
学
な
ど
の
実
用
書
を
含
む
多

数
の
書
物
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る39
。

亀
山
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
書
肆
や
出
版
事
業
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
全

形
真
図
」「
内
景
真
図
」『
図
説
』
は
、
亀
山
で
の
出
版
流
通
等
に
関
す
る
史
料
と
し

て
紹
介
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
京
都
の
書
肆
と
の
関
係
や
丹
波
国
内
で
の
書
肆
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
と
い
え
る
。

以
上
、
図
書
館
の
先
蹤
を
な
す
集
書
会
社
と
水
車
技
術
に
か
か
わ
っ
た
深
海
氏
に

関
係
す
る
二
つ
の
史
料
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
、
京
郊
の

地
に
お
け
る
書
物
文
化
に
か
か
わ
る
史
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
上
層
町
人
の
文
化
的

な
活
動
の
一
端
を
示
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

史
料
の
閲
覧
と
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ご
教
示
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た

亀
岡
市
文
化
資
料
館
館
長
黒
川
孝
宏
氏
、
同
館
八
木
め
ぐ
み
氏
、
上
甲
典
子
氏
、
並
び

に
、
國
學
院
大
學
図
書
館
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

杉
橋
先
生
に
は
、
二
回
生
の
史
料
講
読
「
吾
妻
鏡
」
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
ご
指

導
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
本
来
、
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
中
世
史
の
論
文
を
執
筆
す
べ

き
と
こ
ろ
、
職
業
的
な
関
心
や
本
学
図
書
館
司
書
課
程
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
図
書
館
史
や
出
版
史
に
関
す
る
史
料
を
取
上
げ
て
み
ま

し
た
。
本
格
的
な
論
考
に
至
ら
ず
、
史
料
紹
介
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

註①　
竹
林
忠
男
「
集
書
院
に
つ
い
て
の
史
的
考
察
」『
資
料
館
紀
要
』
二
（
京
都
府
立
総
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合
資
料
館
、一
九
七
三
）。
多
田
建
次
『
京
都
集
書
院　

福
沢
諭
吉
と
京
都
人
脈
』（
玉

川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
八
）
な
ど

②　
「
京
都
府
史
」
第
一
編
別
部
図
書
類　

集
書
院
一
件
明
治
五
年
八
月
二
九
日
条
（
京

都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
）

③　

明
治
二
年
、
伊
勢
亀
山
と
の
混
同
を
避
け
、
亀
山
か
ら
亀
岡
と
改
称
（
亀
岡
市
史
編

さ
ん
委
員
会
『
新
修
亀
岡
市
史
』
本
文
編
三
、
亀
岡
市
、
二
〇
〇
四
）
一
五
ペ
ー
ジ

④　

竹
林
熊
彦
『
近
世
日
本
文
庫
史
』（
大
雅
堂
、
一
九
四
三
）、
八
四
ペ
ー
ジ

⑤　
『
京
都
新
聞
』
三
三
（
西
京
新
聞
社
、
一
八
七
二
）。
句
点
は
、
筆
者

⑥　

矢
田
家
文
書
Ｗ
―
九
―
一
（
亀
岡
市
文
化
資
料
館
所
蔵
）。
大
き
さ
は
、二
八
、三
×

四
〇
、二
㎝
。
木
版
刷
。
改
行
、
句
読
点
は
、
原
文
の
と
お
り
。
振
り
仮
名
、
返
り
点

は
省
略
。

⑦　
『
京
都
新
聞
』
二
八
（
一
八
七
二
年
五
月
）。『
京
都
府
立
京
都
図
書
館
一
覧
』（
京
都

府
立
京
都
図
書
館
、
一
九
〇
九
）
九
ペ
ー
ジ
、『
近
世
日
本
文
庫
史
』
九
五
ペ
ー
ジ
は
、

こ
れ
を
五
月
と
し
て
引
用
す
る
。

⑧　
「
京
都
府
史
」
第
一
編
別
部
図
書
類　

集
書
院
一
件
明
治
五
年
四
月

⑨　
『
京
都
新
聞
』
二
八
。
こ
れ
に
続
い
て
「
フ
ラ
フ
（
＝
フ
ラ
ッ
グ
）
ラ
ン
プ
」
を
備

え
た
集
書
会
社
の
図
を
載
せ
る
。

　
　

村
上
勘
兵
衛
ら
の
明
治
五
年
四
月
「
乍
恐
奉
願
口
上
之
覚
」（「
京
都
府
史
」『
京
都

新
聞
』
ほ
ぼ
同
文
）
に
記
さ
れ
た
「
会
社
仮
規
則
」
は
、
Ａ
、
Ｂ
の
よ
う
に
内
容
が
異

な
っ
て
お
り
、
注
意
を
要
す
る
。『
京
都
府
立
京
都
図
書
館
一
覧
』
五
ペ
ー
ジ
、『
京
都

府
教
育
史
』
上
（
京
都
府
教
育
会
編
集
発
行
、
一
九
四
〇
）
三
九
三
ペ
ー
ジ
、『
近
世

日
本
文
庫
史
』
九
一
ペ
ー
ジ
は
、
Ｂ
を
引
用
す
る
。

　
　

ま
た
、「
徳
重
文
書
」（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
）
に
は
、
Ｂ
と
ほ
と
ん
ど
同
文

の
「
規
則
」
に
七
ヶ
条
の
「
社
則
」
を
加
え
た
五
月
の
口
上
書
が
、五
月
四
日
の
口
上

書
の
次
に
記
さ
れ
て
い
る
（
註
①
多
田
著
八
二
ペ
ー
ジ
以
下
に
も
引
用
）。

⑩　

註
⑧

⑪　
「
京
都
府
史
」
第
一
編
別
部
図
書
類　

集
書
院
一
件
明
治
六
年
五
月

⑫　

分
社
に
つ
い
て
は
、設
置
の
上
申
書
で
「
是
迄
之
通
ノ
規
則
」「
本
社
同
様
之
規
則
」

と
し
て
い
る
（
註
②
）。
伏
見
集
書
会
社
に
つ
い
て
は
、
明
治
五
年
一
〇
月
、
三
木
善

成
等
七
人
に
よ
っ
て
大
阪
町
に
設
立
さ
れ
、
閲
覧
料
一
ヶ
月
二
〇
銭
、
朝
八
時
か
ら
午

後
ま
で
開
館
で
あ
っ
た
と
の
記
述
も
あ
る
（『
伏
見
誌
』
京
都
府
紀
伊
郡
伏
見
町
役
場
、

一
九
二
三
、五
一
ペ
ー
ジ
）。

　
　

な
お
、
註
①
多
田
著
で
は
、
亀
岡
集
書
会
社
を
京
都
集
書
会
社
の
園
部
分
社
と
し
て

い
る
が
（
九
〇
ペ
ー
ジ
）、
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

⑬　
『
大
典
記
念
南
桑
教
育
』（
京
都
府
教
育
会
南
桑
田
郡
部
会
、一
九
一
五
）
二
六
ペ
ー

ジ
⑭　

林
屋
辰
三
郎
・
上
田
正
昭
編
、
篠
村
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
六
一
（
臨
川
書
店
復

刻
、
一
九
八
七
）
四
一
四
ペ
ー
ジ

⑮　

京
都
府
教
育
会
南
桑
田
郡
部
会
、
一
九
二
四
（
臨
川
書
店
復
刻
、
一
九
八
五
）、

三
一
八
ペ
ー
ジ

⑯　

井
川
市
太
郎
編
、
丹
波
青
年
社
、
一
九
三
一
、五
七
七
ペ
ー
ジ

⑰　

三
二
一
ペ
ー
ジ

⑱　

松
井
拳
堂
著
、「
丹
波
人
物
志
」「
増
訂
丹
波
史
年
表
」
刊
行
会
、
一
九
六
〇
（
臨
川

書
店
復
刻
、
一
九
八
七
）、
二
七
三
ペ
ー
ジ

⑲　

京
都
府
教
育
会
南
桑
田
郡
部
会
編
、
一
九
一
二
、一
四
ペ
ー
ジ

⑳　
「
京
都
府
教
育
会
南
桑
田
郡
部
会
巡
回
文
庫
規
程
」（
註
⑬
、
一
二
五
ペ
ー
ジ
）。
京

都
府
立
図
書
館
も
、明
治
三
六
年
に
「
京
都
府
立
京
都
図
書
館
附
属
巡
回
図
書
閲
覧
所

規
程
」
を
定
め
て
い
る
（
京
都
府
告
示
第
四
六
三
号
、
一
九
〇
三
）。

㉑　
『
近
代
日
本
図
書
館
の
歩
み　

地
方
編
』（
日
本
図
書
館
協
会
編
集
発
行
、一
九
九
二
）

四
七
四
ペ
ー
ジ

㉒　

田
中
礼
三
家
文
書
Ｃ
―
六
―
九
。
大
き
さ
は
、六
九
、七
×
三
六
、四
㎝
（
亀
岡
市
文

化
資
料
館
所
蔵
）。
第
四
五
回
企
画
展
図
録
『
市
史
編
さ
ん
と
資
料
公
開　

亀
山
藩
主

ゆ
か
り
の
品
々
と
古
文
書
』（
亀
岡
市
文
化
資
料
館
、
二
〇
〇
八
）
に
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

㉓　

振
り
仮
名
は
省
略

㉔　

錦
正
社
、
一
九
九
三

㉕　

目
録
番
号
二
四
九
三

㉖　

振
り
仮
名
は
省
略
。
改
行
は
／
で
示
す
。

㉗　

森
銑
三
ほ
か
編
『
近
世
人
名
録
集
成
』
一
（
勉
誠
社
、一
九
七
六
）
二
〇
八
ペ
ー
ジ

㉘　

前
註
二
四
二
ペ
ー
ジ
、
註
⑱
二
四
〇
ペ
ー
ジ
。『
南
桑
田
郡
誌
』
は
深
海
姓
の
人
物

と
し
て
、
ほ
か
に
深
海
香
蘭
、
ま
た
、
河
原
町
に
隣
接
す
る
安
町
在
住
の
深
海
氏
と
し

て
文
旨
舎
芝
蘭
を
記
し
て
い
る（
三
二
二
ペ
ー
ジ
）。北
村
竜
象『
丹
波
誌
』（
一
九
二
五
、
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京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
）
巻
四
亀
岡
町
で
は
、安
町
西
岸
寺
の
深
海
知
足
の
墓
誌
を

紹
介
し
、
深
海
鑑
水
の
祖
父
か
と
思
わ
れ
る
深
海
知
足
が
、
富
裕
町
人
と
し
て
士
分
待

遇
を
受
け
る
ほ
ど
の
功
績
を
残
し
た
と
し
て
い
る
。
深
海
氏
の
世
系
等
に
つ
い
て
は
、

な
お
考
究
を
要
す
る
。

㉙　
『
丹
波
人
物
誌
』
に
は
、
柏
原
の
田
氏
と
し
て
、「
雪
の
朝
二
の
字
二
の
字
の
下
駄
の

跡
」
の
句
で
有
名
な
田
捨
女
ほ
か
を
載
せ
て
い
る
。

㉚　
『
京
都
書
肆
変
遷
史　

出
版
文
化
の
源
流　

江
戸
時
代（
一
六
〇
〇
年
）〜
昭
和
二
〇

（
一
九
四
五
年
）』（
京
都
府
書
店
商
業
組
合
、
一
九
九
四
）
三
〇
一
ペ
ー
ジ

㉛　

目
録
番
号
二
四
九
四

32　

佐
村
八
郎
『
増
訂
国
書
解
題
』（
六
合
館
、
一
九
二
六
。
東
出
版
、
一
九
九
七
復
刻

〈
辞
典
叢
書
一
九
〉）
一
一
一
三
ペ
ー
ジ

33　
『
国
書
総
目
録
』
四
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
、一
九
九
〇
補
訂
版
）
七
八
八
ペ
ー

ジ
、
八
（
同
、
一
九
七
二
、一
九
九
〇
補
訂
版
）
七
七
二
ペ
ー
ジ

34　

h
ttp://base1.n

ijl.ac.jp/~tkoten
/abou

t.h
tm

l

35　

請
求
記
号　

特
―
五
八
二
―
一

36　

註
㉚

37　
「
紹
介　

神
竜
車
之
図
説
」（『
中
央
大
学
論
集
』
一
〇
、一
九
八
九
）。
た
だ
し
、
底

本
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

38　
『
新
修
亀
岡
市
史
』
本
文
編
二
（
二
〇
〇
四
）、
四
三
〇
ペ
ー
ジ
。
資
料
編
二

（
二
〇
〇
二
）、
二
九
三
ペ
ー
ジ

39　
『
新
修
亀
岡
市
史
』
本
文
編
二
、八
二
四
ペ
ー
ジ
ほ
か

（
京
都
府
立
図
書
館
）


